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年
４
月
29
日

１
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
、当
分
の
間
、

現
在
の
浦
和
市
役
所
の
位
置
と
す
る
。

ま
た
、
大
宮
市
及
び
与
野
市
の
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
将
来
の
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
さ
い
た
ま
新
都
心
周
辺
地
域

が
望
ま
し
い
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
新

市
成
立
後
、
新
市
は
、
交
通
の
事
情
、

他
の
官
公
署
と
の
関
係
な
ど
、
市
民
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
将
来
の
新
市
の
事

務
所
の
位
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の

と
す
る
。

３
　
将
来
の
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
審
議
会
の

設
置
な
ど
、
そ
の
協
議
方
法
を
含
め
、

新
市
成
立
後
、
速
や
か
に
検
討
を
開
始

す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
併
せ
て
、
新
市
成
立
後
、
速

や
か
に
庁
舎
建
設
基
金
を
創
設
す
る
も

と
す
る
。

４
　
以
上
の
合
意
事
項
は
、
合
併
協
定
書

に
よ
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

第
４
小
委
員
会
合
意
事
項

平
成
11
年
６
月
25
日

新
市
成
立
後
、
新
市
は
上
尾
市
・
伊
奈

町
の
意
向
を
確
認
の
上
、
速
や
か
に
合
併

協
議
を
行
う
も
の
と
し
、
２
年
以
内
を
目

標
に
政
令
指
定
都
市
を
実
現
す
る
。

浦
和
市
、
大
宮
市
、
与
野
市
は
、
新
市

成
立
後
、
新
市
に
お
い
て
意
向
確
認
が
誠

実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
合
併
協
定
書
に

よ
り
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。
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第4小委員会

新市名「さいたま市」
発表会を開催
第１回合併協議会終了後、さいたま新都心郵政
庁舎講堂で、３市の市民等を招いた「新市名発表
会」を開催しました。
発表会では、はじめに、石原会長、武田副知事、
３市市長ほかにより、新市名称の「さいたま市」
と書かれたパネルの除幕式を行いました。
次いで、新市名称公募で名付け親賞に当選した
埼玉県吹上町の太田邦夫さんほか、当日出席され
た特別賞当選者５名の方に対して、石原会長ほか
から記念品等を贈呈しました。
その後、新市名検討委員会の兵藤会長、第２小
委員会の帆足委員長が新市名称の選考経過や選定
理由等について報告を行い、また、３市それぞれ
の児童・生徒らによるアトラクション等が行われ
ました。

「さいたま市」の選定理由

市の名称は、その地の歴史や風土、あるいは、
生活を営む市民にとって愛着と誇りのある象徴
的なもので、合併後の新市の名称は、市名の由
来、市民の意向を最大限に尊重しつつ選定した
ものです。全国からの市名公募の結果、さらに
は学識経験者等による新市名検討委員会での審
議報告などを勘案した結果、埼玉県の行政・経
済・文化の中枢を担う都市に相応しく、また、
将来の政令指定都市として全国・世界への情報
発信も容易なわかりやすく親しみやすい名称と
いった観点から、新市の名称を「さいたま市」
と決定したものです。

来賓として訪れた土屋埼玉県知事から、
「合併は非常に難しい問題ですが、関東の都
をつくるという情熱に燃えて、幾多の問題を
乗り越えて今日この日を迎えたことに対し、
最高の敬意と感謝を申しあげます。まだ、い
ろいろ問題が残されていると伺っています
が、『些事

さ じ

に構わず大事に当たるべし』とい
う言葉を念頭に置いて、一日も早く３市合併、
政令指定都市が実現できるよう皆さんのお力
添えをいただきたい」というあいさつがあり
ました。
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浦和市・大宮市・与野市合併協議会、小委員会委員名簿　　
（平成12年4月29日現在）
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